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― 2 ― 広報ちっぷべつ
令和８年４月

　

令
和
８
年
第
１
回
町
議
会
定

例
会
が
開
催
さ
れ
、
本
年
度
の

各
会
計
予
算
に
つ
い
て
ご
審
議

い
た
だ
く
に
あ
た
り
、
町
政
運

営
の
基
本
的
な
考
え
方
と
そ
の

方
針
に
つ
い
て
ご
説
明
申
し
上

げ
ま
す
。

　

町
の
持
続
可
能
な
維
持
発

展
の
た
め
に
必
要
な
設
備
投

資
は
、
昨
年
度
ま
で
に
ほ
ぼ
終

了
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
の

で
、
本
年
度
に
つ
き
ま
し
て
は
、

継
続
事
業
及
び
維
持
管
理
に
係

る
も
の
を
中
心
と
し
た
予
算
編

成
と
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
お
り

ま
す
。

　

議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　　

昨
年
は
、
異
常
気
象
に
よ
る

局
地
的
な
豪
雨
や
地
震
、
太
平

洋
側
で
は
顕
著
な
少
雨
と
乾
燥

に
よ
る
山
林
火
災
の
長
期
化
や

住
宅
密
集
地
で
の
火
災
な
ど
、

全
国
各
地
で
大
規
模
な
災
害
が

頻
発
い
た
し
ま
し
た
。

　

本
町
で
は
幸
い
に
し
て
大
き

な
災
害
は
あ
り
ま
せ
ん
で
し
た

が
、
災
害
に
立
ち
向
か
い
、
被

害
を
最
小
限
に
食
い
止
め
る
た

め
に
は
、
地
域
住
民
の
一
人
ひ

と
り
が
防
災
に
関
す
る
知
識
と

技
能
を
身
に
着
け
、
地
域
の

人
々
が
助
け
合
う
「
共
助
」
の

力
が
必
要
で
あ
り
ま
す
。

　

引
き
続
き
、
町
民
の
皆
さ
ん

の
安
全
な
暮
ら
し
を
守
る
た

め
、
防
災
資
器
材
の
配
備
や
避

難
所
に
お
け
る
必
要
な
物
資
の

備
蓄
に
努
め
る
と
と
も
に
、
地

域
の
防
災
力
を
高
め
る
た
め

に
、
本
年
度
か
ら
町
職
員
を
含

め
た
地
域
住
民
の
「
防
災
士
」

の
養
成
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り

ま
す
。

　

農
業
に
お
き
ま
し
て
は
、
主

要
作
物
で
あ
る
水
稲
の
作
況
単

収
指
数
が
「
96
」
と
平
年
作
を

行政執行方針
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令
和
８
年
度 

秩
父
別
町
行
政
執
行
方
針

　
３
月
10
日
に
行
わ
れ
た
第
１
回
町
議
会
定

例
会
に
お
い
て
、
町
長
が
表
明
し
た
本
年
度

の
行
政
執
行
方
針
か
ら
、
主
要
な
政
策
事
業

と
取
り
組
み
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

今
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が

　
　
幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り

若
干
下
回
る
結
果
で
あ
り
ま
し

た
が
、
米
の
取
引
価
格
は
前
年

を
大
き
く
上
回
り
、
総
じ
て
生

産
者
の
皆
様
に
と
っ
て
安
堵
で

き
る
出
来
秋
と
な
り
ま
し
た
。

　

し
か
し
、
昨
年
や
一
昨
年
の

よ
う
な
異
常
と
も
言
え
る
米
価

の
高
騰
は
、
国
民
の
米
離
れ
や

民
間
業
者
に
よ
る
輸
入
の
増

加
、
さ
ら
に
は
本
町
で
の
高
収

益
作
物
の
栽
培
面
積
の
減
少
が

懸
念
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

国
に
は
将
来
を
見
据
え
、
一

貫
し
た
農
業
政
策
と
食
料
安
全

保
障
の
構
築
を
求
め
る
と
と
も

に
、
米
の
需
給
バ
ラ
ン
ス
を
見

極
め
た
適
正
価
格
の
形
成
を
早

期
に
実
現
す
る
た
め
、
生
産
者

と
消
費
者
に
寄
り
添
っ
た
対
策

を
講
じ
る
こ
と
を
強
く
望
む
と

こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

肥
料
や
資
材
の
価
格
高
騰
が

経
営
を
圧
迫
し
て
お
り
ま
す

が
、
本
年
も
天
候
に
恵
ま
れ
、

収
穫
の
喜
び
を
分
か
ち
合
え
る

出
来
秋
と
な
る
こ
と
を
、
心
か

ら
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

本
町
の
予
算
は
、
地
方
交
付

税
や
国
・
道
支
出
金
に
大
き
く

依
存
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、
今

後
も
国
の
動
向
に
注
視
し
、
判

断
を
見
誤
る
こ
と
の
な
い
よ
う

に
努
め
て
ま
い
り
ま
す
。

　

ま
た
、
４
月
か
ら
、
義
務
教

育
学
校
「
秩
父
別
町
立
秩
父
別

学
園
」
の
開
校
や
Ｊ
Ｒ
留
萌
本

線
の
廃
線
に
伴
う
バ
ス
路
線
へ

の
転
換
が
始
ま
り
、
本
町
の
歴

史
に
新
た
な
１
ペ
ー
ジ
が
刻
ま

れ
ま
す
。

　

今
後
も
町
民
の
皆
さ
ん
と
共

に
「
今
住
ん
で
い
る
皆
さ
ん
が

幸
せ
を
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く

り
」
を
目
指
し
て
、
様
々
な
施

策
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す

の
で
、
ご
理
解
を
賜
り
ま
す
よ

う
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。
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令和８年４月

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
プ
ラ
ザ

▽
利
用
さ
れ
る
方
の
、
利
便
性

や
安
全
に
配
慮
し
た
施
設
を
目

指
し
、
適
正
な
維
持
管
理
に
努

め
ま
す
。

●
防
災
対
策

●
防
災
対
策

▽
防
災
活
動
に
必
要
な
知
識
や

技
能
を
持
つ
「
防
災
士
」
の
存

在
が
、
地
域
防
災
力
の
向
上
に

有
効
で
あ
る
と
認
識
し
て
お

り
、
町
職
員
を
は
じ
め
、
地
域

住
民
に
対
し
資
格
取
得
に
係
る

費
用
を
全
額
助
成
し
ま
す
。

▽
避
難
所
に
指
定
さ
れ
て
い

る
役
場
庁
舎
、
総
合
福
祉
セ

ン
タ
ー
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
の

通
信
環
境
を
整
備
す
る
と
と
も

に
、
避
難
所
生
活
に
必
要
な
物

資
の
備
蓄
と
更
新
を
行
い
ま

す
。

▽
毎
年
実
施
し
て
お
り
ま
す
防

災
訓
練
を
条
件
の
厳
し
い
冬
期

間
の
実
施
も
含
め
内
容
を
見
直

す
と
と
も
に
、
自
主
防
災
組
織

の
育
成
や
活
動
に
対
し
て
の
支

援
を
継
続
し
ま
す
。

●
公
有
財
産
の
取
得

●
公
有
財
産
の
取
得

▽
現
在
、
民
間
で
管
理
さ
れ
て

い
る
高
齢
者
向
け
の
定
住
促
進

住
宅
「
の
ぞ
み
」
を
購
入
し
、

一
般
入
居
者
用
の
町
有
住
宅
と

し
て
適
切
に
管
理
し
ま
す
。

●
交
通
安
全

●
交
通
安
全

▽
「
自
転
車
用
ヘ
ル
メ
ッ
ト
購

入
補
助
金
」
や
「
サ
ポ
カ
ー
補

助
金
」
を
継
続
し
、
警
察
署
な

ど
関
係
機
関
と
連
携
し
て
地
域

住
民
の
交
通
事
故
防
止
に
努
め

ま
す
。

●
カ
ス
ハ
ラ
対
策

●
カ
ス
ハ
ラ
対
策

▽
町
内
の
事
業
所
で
勤
務
す
る

職
員
を
含
め
た
研
修
会
を
開
催

し
、
働
く
側
の
良
好
な
職
場
環

境
と
効
率
的
な
業
務
の
遂
行
に

必
要
な
取
り
組
み
を
推
進
し
ま

す
。

●
電
話
設
備
の
更
新

●
電
話
設
備
の
更
新

▽
役
場
庁
舎
、
消
防
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
の
電
話
機
が
導
入

か
ら
年
数
が
経
過
し
通
信
環
境

が
低
下
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、

機
器
設
備
・
回
線
を
更
新
し
、

住
民
サ
ー
ビ
ス
の
向
上
に
努
め

ま
す
。

●
消
防

●
消
防

▽
２
条
６
丁
目
の
消
火
栓
が
老

朽
化
し
て
い
る
こ
と
か
ら
更
新

し
、
防
火
設
備
の
充
実
を
図
り

ま
す
。

●
選
挙

●
選
挙

▽
令
和
９
年
２
月
に
町
長
・
町

議
会
議
員
選
挙
、
４
月
に
北
海

道
知
事
・
道
議
会
議
員
選
挙
の

執
行
が
予
定
さ
れ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
円
滑
な
選
挙
事
務
の
実

施
に
努
め
ま
す
。

●
町
の
Ｐ
Ｒ
事
業

●
町
の
Ｐ
Ｒ
事
業

▽
キ
ュ
ー
ビ
ッ
ク
コ
ネ
ク
シ
ョ

ン
周
辺
を
会
場
と
し
た
「
キ
ュ

ー
ビ
ッ
ク
ラ
ン
ド
」
を
引
き
続

き
開
催
し
ま
す
。

▽
首
都
圏
で
開
催
さ
れ
る
北
海

道
産
直
フ
ェ
ア
や
移
住
定
住

フ
ェ
ア
な
ど
の
イ
ベ
ン
ト
に

も
出
展
し
、
道
外
の
方
々
に
本

町
の
情
報
を
発
信
し
ま
す
。

●●
地
域
お
こ
し
協
力
隊

地
域
お
こ
し
協
力
隊

▽
地
域
力
の
維
持
・
強
化
と
新

た
な
視
点
を
取
り
入
れ
る
こ
と

が
、
資
源
発
掘
や
魅
力
発
信
の

有
効
な
手
段
と
考
え
、
本
年
度

も
協
力
隊
員
の
積
極
的
な
募
集

を
進
め
ま
す
。

●
移
住
・
定
住
促
進

●
移
住
・
定
住
促
進

▽
結
婚
祝
金
、
住
宅
用
地
取
得

及
び
新
築
住
宅
取
得
等
に
係
る

補
助
事
業
を
継
続
し
、
人
口
の

確
保
に
努
め
ま
す
。

●
空
き
家
対
策

●
空
き
家
対
策

▽
秩
父
別
町
空
き
家
対
策
計
画

に
基
づ
き
、
良
好
な
生
活
環
境

の
保
全
と
安
全
安
心
な
ま
ち
づ

く
り
の
た
め
、
適
切
な
管
理
や

利
活
用
に
取
り
組
む
と
と
も

に
、
住
宅
等
の
除
却
費
補
助
金

を
継
続
し
て
老
朽
化
し
た
建
物

の
除
却
を
推
進
し
ま
す
。

●●
ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
の
推
進

▽
脱
炭
素
社
会
の
実
現
に
向
け

た
取
り
組
み
を
進
め
る
た
め
、

一
般
住
宅
及
び
事
業
者
向
け
の

ゼ
ロ
カ
ー
ボ
ン
推
進
事
業
を
継

続
し
ま
す
。

●
地
域
交
通

●
地
域
交
通

▽
町
民
の
日
常
生
活
を
支
え
る

路
線
バ
ス
の
在
り
方
に
つ
き
ま

し
て
は
、
関
係
機
関
と
連
携
し

て
、
そ
の
維
持
と
確
保
に
努
め
、

バ
ス
運
行
上
の
問
題
点
を
踏
ま

え
な
が
ら
、
将
来
に
わ
た
り
持

続
可
能
で
、
利
便
性
の
高
い
交

通
体
系
の
構
築
に
向
け
て
検
討

を
進
め
ま
す
。

▽
バ
ス
転
換
に
よ
り
通
学
に
使

用
す
る
定
期
の
料
金
が
大
幅
に

上
昇
す
る
こ
と
を
踏
ま
え
、
本

年
４
月
か
ら
高
校
生
に
対
す
る

応
援
金
を
創
設
し
、
家
計
負
担

の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

●
物
価
高
騰
対
策

●
物
価
高
騰
対
策

▽
国
の
交
付
金
を
活
用
し
て
本

年
度
も
地
域
振
興
券
を
発
行
す

る
と
と
も
に
、
上
下
水
道
基
本

料
金
の
３
ヶ
月
間
免
除
や
、
照

明
器
具
の
Ｌ
Ｅ
Ｄ
化
に
係
る
費

用
を
助
成
す
る
な
ど
、
家
計
負

担
の
軽
減
を
図
り
ま
す
。

各
課
に
お
け
る
主
要
な
施
策

総
務
課
所
管

企
画
課
所
管



― 4 ― 広報ちっぷべつ
令和８年４月

●
出
産
・
子
育
て
支
援

●
出
産
・
子
育
て
支
援

▽
高
校
生
ま
で
の
医
療
費
無
償

化
、
在
宅
育
児
応
援
金
制
度
及

び
保
育
料
の
完
全
無
償
化
と

い
っ
た
経
済
的
支
援
を
本
年
度

も
実
施
し
ま
す
。

▽
地
域
全
体
で
新
し
い
命
の
誕

生
を
祝
福
す
る
「
君
の
椅
子
」

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
継
続
し
ま

す
。

▽
妊
産
婦
健
診
等
に
係
る
交
通

費
助
成
を
増
額
し
、
経
済
的
負

担
の
軽
減
を
図
る
ほ
か
、
妊
婦

に
対
し
、
Ｒ
Ｓ
ウ
イ
ル
ス
ワ
ク

チ
ン
接
種
費
の
助
成
を
行
い
、

出
生
直
後
の
子
ど
も
を
感
染
症

か
ら
守
る
取
り
組
み
を
展
開
し

ま
す
。

▽
産
後
の
母
子
の
心
身
を
ケ
ア

す
る
「
３
時
間
の
短
時
間
型
産

後
ケ
ア
」
を
導
入
し
て
、
妊
娠

期
か
ら
子
育
て
期
に
わ
た
る
切

れ
目
の
な
い
ケ
ア
体
制
を
構
築

し
、
安
心
し
て
子
ど
も
を
産
み

育
て
ら
れ
る
環
境
を
整
備
し
ま

す
。

●
認
定
こ
ど
も
園

●
認
定
こ
ど
も
園

▽
出
欠
報
告
等
を
行
う
管
理
運

営
シ
ス
テ
ム
を
電
子
化
す
る
こ

と
で
、
保
護
者
の
皆
さ
ん
と

保
育
士
双
方
の
負
担
軽
減
を

図
り
、
保
育
士
の
確
保
や
安
全

安
心
な
保
育
環
境
を
構
築
し
ま

す
。

●
高
齢
者
福
祉

●
高
齢
者
福
祉

▽
宅
配
食
事
や
除
雪
サ
ー
ビ
ス

と
い
っ
た
日
常
生
活
の
サ
ポ
ー

ト
に
加
え
、
経
済
的
な
負
担
を

軽
減
す
る
タ
ク
シ
ー
・
バ
ス
・

温
泉
の
利
用
助
成
事
業
や
シ
ル

バ
ー
見
守
り
協
議
会
が
行
う

見
守
り
活
動
な
ど
を
継
続
し
ま

す
。

▽
「
ち
っ
ぷ
・
つ
な
が
り
サ
ポ
ー

タ
ー
」
に
よ
り
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
に
合
わ
せ
て
外
出
を
促
す
な

ど
、
高
齢
者
が
社
会
と
の
つ
な

が
り
を
維
持
し
、
自
分
ら
し
く

輝
き
続
け
ら
れ
る
環
境
づ
く
り

を
推
進
し
ま
す
。

●
介
護
サ
ー
ビ
ス

●
介
護
サ
ー
ビ
ス

▽
外
国
人
介
護
福
祉
人
材
育
成

支
援
協
議
会
に
加
盟
し
、
東
川

国
際
文
化
福
祉
専
門
学
校
の
外

国
人
留
学
生
へ
の
奨
学
金
支
援

な
ど
、
地
域
福
祉
の
担
い
手
と

な
る
専
門
人
材
の
育
成
の
取
り

組
み
を
継
続
し
ま
す
。

▽
特
別
養
護
老
人
ホ
ー
ム
へ
の

支
援
や
、
職
員
の
離
職
防
止
と

定
着
支
援
を
図
る
制
度
を
継
続

し
、
各
事
業
所
の
安
定
運
営
を

後
押
し
し
ま
す
。

●
高
齢
者
施
設
等
の
整
備

●
高
齢
者
施
設
等
の
整
備

▽
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
利
用

環
境
向
上
の
た
め
、
教
養
娯
楽

室
の
床
な
ど
の
改
修
を
行
う
と

と
も
に
、「
居
宅
介
護
支
援
事

業
所
」
の
専
用
室
を
新
た
に
整

備
し
、
プ
ラ
イ
バ
シ
ー
に
配
慮

し
た
相
談
体
制
の
強
化
を
図
り

ま
す
。

●
障
が
い
者
支
援

●
障
が
い
者
支
援

▽
第
７
期
障
が
い
福
祉
計
画
に

基
づ
き
各
種
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
、
多
様
性
を
尊
重
す
る
地
域

共
生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま

す
。

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

●
健
康
づ
く
り
の
推
進

▽
人
間
ド
ッ
ク
の
助
成
割
合
を

３
分
の
２
ま
で
引
き
上
げ
、
受

診
し
や
す
い
環
境
を
整
え
る
と

と
も
に
、
保
健
師
や
管
理
栄
養

士
に
よ
る
き
め
細
や
か
な
保
健

相
談
を
積
極
的
に
実
施
し
ま

す
。

▽
歯
科
健
診
に
つ
い
て
は
、
従

来
の
集
団
健
診
か
ら
ス
ク
リ
ー

ニ
ン
グ
ツ
ー
ル
を
用
い
た
簡
易

検
査
と
個
別
健
診
を
組
み
合
わ

せ
た
手
法
へ
転
換
し
、
一
人
ひ

と
り
の
状
態
に
即
し
た
口
腔
ケ

ア
体
制
を
構
築
し
ま
す
。

▽
歯
科
診
療
所
の
外
壁
改
修
や

エ
ア
コ
ン
の
設
置
、
デ
ジ
タ
ル

レ
ン
ト
ゲ
ン
及
び
診
療
ユ
ニ
ッ

ト
の
更
新
を
行
い
、
質
の
高
い

医
療
環
境
を
整
備
し
ま
す
。

●
国
民
健
康
保
健

●
国
民
健
康
保
健

▽
所
得
割
・
均
等
割
・
平
等
割

の
３
方
式
へ
の
完
全
移
行
を
終

え
た
と
こ
ろ
で
あ
り
、
将
来
に

わ
た
っ
て
保
険
料
負
担
の
公
平

化
と
財
政
基
盤
の
安
定
化
を
図

り
ま
す
。

▽
マ
イ
ナ
保
険
証
未
利
用
者
等

に
対
し
て
は
「
資
格
確
認
書
」

の
発
行
な
ど
に
よ
り
、
国
民
健

康
保
険
加
入
者
の
受
診
に
混
乱

が
生
じ
な
い
よ
う
努
め
ま
す
。

▽
健
診
未
受
診
者
対
策
や
地
域

の
健
康
課
題
に
即
し
た
各
種
事

業
を
継
続
し
、
健
康
寿
命
の
延

伸
を
目
指
す
と
と
も
に
、
後
発

医
療
品
の
利
用
促
進
等
に
よ
る

医
療
費
の
適
正
化
を
図
り
、
健

全
な
事
業
運
営
に
取
り
組
み
ま

す
。

●
後
期
高
齢
者
医
療

●
後
期
高
齢
者
医
療

▽
マ
イ
ナ
ン
バ
ー
カ
ー
ド
を
お

持
ち
で
な
い
方
や
、
利
用
を
希

望
さ
れ
な
い
方
で
も
、
支
障
な

く
医
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
維
持
し
ま
す
。

▽
引
き
続
き
、
高
齢
者
の
皆
様

が
安
心
し
て
必
要
な
医
療
を
受

診
で
き
る
よ
う
、
適
正
か
つ
円

滑
な
事
業
運
営
を
進
め
ま
す
。

●
介
護
保
険
事
業

●
介
護
保
険
事
業

▽
介
護
保
険
の
利
用
や
各
種

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
情
報
提

供
と
相
談
を
充
実
さ
せ
、
住
み

慣
れ
た
環
境
に
お
い
て
健
や
か

で
活
力
あ
る
生
活
を
維
持
で
き

る
よ
う
、
個
々
の
ニ
ー
ズ
を
的

確
に
捉
え
た
支
援
を
提
供
し
ま

す
。

▽
「
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
広

場
」
や
「
ま
る
ご
と
元
気
運
動

教
室
」
な
ど
の
、
介
護
予
防
・

日
常
生
活
支
援
総
合
事
業
を
継

続
す
る
と
と
も
に
、
認
知
症
の

方
や
家
族
が
孤
立
す
る
こ
と
な

く
、
地
域
住
民
と
集
え
る
「
オ

レ
ン
ジ
カ
フ
ェ
」
を
開
設
し
、

地
域
全
体
で
支
え
る
体
制
づ
く

り
を
推
進
し
ま
す
。

▽
「
北
空
知
地
域
医
療
介
護
連

携
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業
」
と
、

「
北
空
知
地
域
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー

シ
ョ
ン
活
動
支
援
事
業
」
を
広

域
で
実
施
し
、
在
宅
生
活
を
多

角
的
に
支
援
し
ま
す
。
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●
農
業
の
振
興

●
農
業
の
振
興

▽
産
業
後
継
者
新
規
就
業
支
援

補
助
金
、
農
地
所
有
適
格
法
人

設
立
補
助
金
を
継
続
し
て
実
施

す
る
と
と
も
に
、
ス
マ
ー
ト
農

業
の
導
入
な
ど
、
新
技
術
の
情

報
収
集
を
行
い
ま
す
。

▽
米
穀
乾
燥
調
整
貯
蔵
施
設
の

米
成
分
分
析
計
２
台
と
、
育
苗

施
設
の
ハ
ウ
ス
ビ
ニ
ー
ル
の
張

り
替
え
を
実
施
し
ま
す
。

▽
ブ
ロ
ッ
コ
リ
ー
の
苗
代
の
助

成
単
価
を
１
冊
３
０
０
円
か
ら

５
０
０
円
に
増
額
し
作
付
面
積

の
維
持
・
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。

●
新
米
普
及
マ
ラ
ソ
ン
大
会

●
新
米
普
及
マ
ラ
ソ
ン
大
会

▽
オ
リ
ン
ピ
ッ
ク
女
子
マ
ラ
ソ

ン
の
メ
ダ
リ
ス
ト
で
あ
り
、
日

本
陸
上
競
技
連
盟
会
長
で
あ
る

有
森
裕
子
さ
ん
を
ゲ
ス
ト
ラ
ン

ナ
ー
に
お
迎
え
し
、
10
月
11
日

の
開
催
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

●
商
工
の
振
興

●
商
工
の
振
興

▽
秩
父
別
町
ス
タ
ン
プ
会
の
ポ

イ
ン
ト
還
元
サ
ー
ビ
ス
事
業
を

支
援
す
る
と
と
も
に
、
商
工
業

者
の
経
営
の
安
定
に
向
け
て
、

商
工
会
と
連
携
し
て
経
営
改
善

に
取
り
組
み
、
安
心
し
て
事
業

の
継
続
や
拡
大
が
行
え
る
よ
う

各
種
施
策
を
展
開
し
ま
す
。

▽
新
規
就
業
者
へ
の
支
援
と
商

業
振
興
店
舗
等
建
設
促
進
補
助

金
を
継
続
し
て
、
商
工
業
活
動

の
活
性
化
を
目
指
し
ま
す
。

●
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

●
ロ
ー
ズ
ガ
ー
デ
ン

▽
老
朽
化
し
た
設
備
を
随
時
更

新
し
景
観
の
維
持
を
図
る
ほ

か
、「
ナ
イ
ト
ガ
ー
デ
ン
」
を

実
施
す
る
な
ど
、
工
夫
を
凝
ら

し
た
良
好
な
施
設
の
維
持
管
理

に
努
め
ま
す
。

●
農
地
集
積
・
集
約
化

●
農
地
集
積
・
集
約
化

▽
意
欲
あ
る
担
い
手
へ
の
農
地

集
積
と
集
約
化
を
推
進
し
、
引
き

続
き
中
立
性
を
保
っ
た
農
業
委
員

会
と
し
て
の
業
務
を
遂
行
し
ま

す
。

●
道
路
・
橋
梁
整
備

●
道
路
・
橋
梁
整
備

▽
歩
行
者
等
の
安
全
で
円
滑
な

通
行
を
確
保
す
る
た
め
、
破
損

箇
所
が
発
生
し
た
場
合
、
そ
の

状
況
や
今
後
の
対
策
を
見
定

め
、
臨
機
応
変
に
修
繕
し
ま
す
。

▽
南
22
号
橋
が
老
朽
化
し
て
い
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教
育
委
員
会
所
管

る
こ
と
か
ら
ボ
ッ
ク
ス
カ
ル

バ
ー
ト
を
敷
設
し
長
寿
命
化
を

図
り
ま
す
。

●
河
川
浚
渫

●
河
川
浚
渫

▽
５
丁
目
排
水
路
の
１
条
と
南

１
条
間
に
土
砂
が
堆
積
し
て
お

り
、
大
雨
時
に
排
水
路
の
水
位

が
上
が
り
溢
れ
る
危
険
が
あ
る

た
め
浚
渫
工
事
を
行
い
ま
す
。

●
除
排
雪
対
策

●
除
排
雪
対
策

▽
町
道
除
雪
路
線
全
線
を
直
営

化
し
た
た
め
、
８
ト
ン
級
の
ド

ー
ザ
１
台
を
購
入
し
ま
す
。

●
公
営
住
宅
の
管
理

●
公
営
住
宅
の
管
理

▽
旭
Ａ
団
地
２
号
棟
の
改
修
に

か
か
る
実
施
設
計
を
行
う
と
と

も
に
、
旭
Ａ
団
地
４
号
棟
の
改

修
工
事
を
行
い
ま
す
。

▽
歯
科
医
師
住
宅
の
外
壁
及
び

屋
根
な
ど
の
改
修
工
事
を
行
い

生
活
環
境
の
向
上
に
努
め
ま

す
。

●
簡
易
水
道
事
業

●
簡
易
水
道
事
業

▽
水
道
配
水
管
が
経
年
劣
化
に

よ
り
漏
水
な
ど
が
増
加
傾
向
に

あ
る
こ
と
か
ら
、
管
路
の
更
新

工
事
に
向
け
て
配
水
管
路
基
本

計
画
の
策
定
を
進
め
ま
す
。

▽
農
業
集
落
排
水
事
業
と
と
も

に
「
秩
父
別
町
上
下
水
道
経
営

戦
略
」
に
基
づ
き
、
健
全
な
事

業
経
営
に
努
め
ま
す
。

▽
安
定
し
て
水
道
水
を
供
給
す

る
た
め
、
水
道
料
金
を
本
年
10

月
使
用
分
か
ら
10
％
程
度
の
値

上
げ
を
行
い
、
持
続
可
能
な
事

業
経
営
に
努
め
ま
す
。

●
農
業
集
落
排
水
施
設

●
農
業
集
落
排
水
施
設

▽
浄
化
セ
ン
タ
ー
に
設
置
し
て

い
る
脱
臭
装
置
の
活
性
炭
を
入

れ
替
え
、
処
理
水
を
安
定
的
か

つ
効
率
的
に
処
理
し
ま
す
。

▽
簡
易
水
道
事
業
会
計
と
同
様

に
下
水
道
使
用
料
金
を
10
月
使

用
分
か
ら
15
％
程
度
値
上
げ

し
、
健
全
な
事
業
経
営
に
努
め

ま
す
。

●
指
導
主
事
の
配
置

●
指
導
主
事
の
配
置

▽
教
育
委
員
会
事
務
局
に
「
指

導
主
事
」
を
新
た
に
配
置
し
、

専
門
的
な
立
場
か
ら
教
員
へ
の

指
導
・
助
言
を
行
う
と
と
も

に
、
学
校
長
の
相
談
役
と
し
て

学
校
運
営
を
組
織
的
に
支
援
し

ま
す
。

●
奨
学
金
貸
付
制
度

●
奨
学
金
貸
付
制
度

▽
引
き
続
き
償
還
金
の
減
免
規

定
を
設
け
た
無
利
子
の
奨
学
金

貸
与
事
業
を
実
施
し
、
子
育
て

世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽
減

と
、
安
心
し
て
就
学
で
き
る
環

境
を
維
持
し
ま
す
。

●
学
校
教
育

●
学
校
教
育

▽
放
課
後
学
習
塾
や
ス
ク
ー
ル

バ
ス
の
運
行
を
継
続
す
る
と
と

も
に
、
学
習
支
援
員
を
１
名
増

員
し
、
一
人
ひ
と
り
に
寄
り

添
っ
た
き
め
細
や
か
な
指
導
体

制
の
強
化
を
図
り
ま
す
。

●
社
会
教
育
・
社
会
体
育

●
社
会
教
育
・
社
会
体
育

▽
町
民
一
人
一
人
が
様
々
な
活

動
を
通
じ
て
、
学
び
や
生
活
の

充
実
を
実
感
し
て
も
ら
え
る
よ

う
、
地
域
資
源
な
ど
を
活
用
し

な
が
ら
特
色
の
あ
る
事
業
を
各

年
齢
層
に
向
け
提
供
し
ま
す
。

●
施
設
管
理

●
施
設
管
理

▽
図
書
館
の
ピ
ロ
テ
ィ
床
改
修

や
、
ふ
れ
あ
い
プ
ラ
ザ
の
土
入

れ
替
え
を
行
う
ほ
か
、
ス
ポ
ー

ツ
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
は
、
事

務
所
の
改
修
、
エ
ア
コ
ン
の
取

り
付
け
や
Ｗ
ｉ-

Ｆ
ｉ
環
境
の

整
備
、
さ
ら
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ

ネ
ー
ジ
の
設
置
を
実
施
し
ま

す
。

 
産
業
課
・

 

農
業
委
員
会
所
管
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令
和
８
年
第
１
回
町
議
会
定

例
会
の
開
会
に
あ
た
り
、
秩
父

別
町
教
育
委
員
会
の
所
管
行
政

に
関
す
る
主
要
な
方
針
に
つ
い

て
申
し
上
げ
ま
す
。

　

現
代
の
社
会
は
、
変
動
性
、

不
確
実
性
、
そ
し
て
複
雑
性
の

高
い
時
代
に
あ
り
、
次
代
を
担

う
子
ど
も
た
ち
が
自
信
を
も
ち
、

夢
や
目
標
に
向
か
え
る
よ
う
支

援
す
る
教
育
の
役
割
が
重
要
で

あ
る
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

　

教
育
を
取
り
巻
く
環
境
は
大

き
な
転
換
期
を
迎
え
て
お
り
ま

す
。
中
央
教
育
審
議
会
で
は
、

次
期
学
習
指
導
要
領
の
検
討
が

進
み
、
こ
れ
か
ら
の
学
校
教
育

に
求
め
ら
れ
る
役
割
や
在
り
方

が
改
め
て
問
わ
れ
て
い
ま
す
。

　

社
会
の
変
化
に
主
体
的
に
対

応
し
、
未
来
を
切
り
拓
き
新
し

い
時
代
を
創
造
し
て
い
く
た
め

の
力
を
育
む
と
と
も
に
、
他
者

と
関
わ
り
、
互
い
に
協
力
し
な

が
ら
学
び
合
い
成
長
し
て
い
く

こ
と
が
大
切
で
あ
り
ま
す
。

　

ま
た
、
町
民
一
人
ひ
と
り
が
、

生
涯
に
わ
た
り
教
育
活
動
が
継

続
で
き
る
環
境
整
備
も
重
要
で

あ
り
ま
す
。
よ
り
よ
く
生
き
る

た
め
の
生
涯
学
習
活
動
の
機
会

を
提
供
し
て
い
く
こ
と
が
求
め

ら
れ
て
い
ま
す
。

　
　　

秩
父
別
町
教
育
委
員
会
で
は
、

町
の
教
育
が
目
指
す
、
自
ら
知

識
を
磨
き
、
主
体
的
に
考
え
、

判
断
し
、
行
動
で
き
る
「
自
立
」

し
た
人
、
生
き
る
た
め
の
強
い

心
と
健
や
か
な
体
を
保
ち
、
共

に
学
び
合
い
、支
え
合
う
「
協
働
」

で
き
る
人
、「
直
感
」・「
想
像
」・

「
思
考
」
を
効
果
的
に
働
か
せ
、

地
域
の
発
展
に
尽
く
す
「
創
造
」

で
き
る
人
を
育
成
し
て
ま
い
り

ま
す
。

　

以
上
の
こ
と
を
基
本
と
し
て
、

秩
父
別
町
教
育
大
綱
の
基
本
理

念
で
あ
る
「
豊
か
な
心
を
育
む

生
涯
学
習
の
ま
ち
づ
く
り
」
の

実
現
に
向
け
、
町
長
部
局
と
緊

密
な
連
携
の
も
と
、
生
き
る
力

を
育
む
学
校
教
育
、
豊
か
に
暮

ら
す
力
を
習
得
す
る
社
会
教
育
、

活
力
あ
る
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
形

成
を
基
本
方
針
と
し
て
教
育
行

政
の
推
進
に
努
め
ま
す
。

　【
学
校
教
育
の
推
進
】

【
学
校
教
育
の
推
進
】

●●
教
育
内
容
の
充
実

教
育
内
容
の
充
実

▼▼
義
務
教
育
の
９
年
間
を
一
つ

の
学
校
と
し
て
、
特
性
を
活
か

し
た
学
校
づ
く
り
を
目
指
し
、

教
職
員
が
一
丸
と
な
り
連
携
を

図
り
、
義
務
教
育
終
了
の
15
歳

の
目
指
す
子
ど
も
像
を
共
有
し
、

学
習
指
導
や
生
徒
指
導
な
ど
の

教
育
活
動
を
進
め
ま
す
。

　
具
体
的
に
は
、
９
年
間
を
１

年
生
か
ら
４
年
生
ま
で
の
基
礎

期
、
５
年
生
か
ら
７
年
生
ま
で

の
充
実
期
、
８
年
生
か
ら
９
年

生
ま
で
の
発
展
期
に
分
け
て
、

成
長
段
階
に
合
わ
せ
て
教
育
内

容
や
指
導
方
法
を
区
切
り
、
よ

り
細
や
か
な
発
達
段
階
に
合
わ

せ
た
教
育
を
行
い
ま
す
。

　
ま
た
、
第
５
学
年
か
ら
一
部

教
科
担
任
制
を
導
入
し
、
専
門

性
の
高
い
指
導
や
教
科
の
系
統

性
・
連
続
性
を
踏
ま
え
た
学
習

指
導
を
行
い
ま
す
。

▼▼
体
験
活
動
の
積
極
的
な
導
入

を
図
り
、
ふ
る
さ
と
を
学
び
、

他
の
地
域
や
人
と
の
関
わ
り
、

キ
ャ
リ
ア
意
識
を
高
め
、
後
の

人
生
に
活
か
せ
る
よ
う
な
学
び

と
し
て
、ふ
る
さ
と
教
育
「
ち
っ

ぷ
べ
つ
学
」
の
基
盤
を
確
立
し

ま
す
。

▼▼
教
育
委
員
会
事
務
局
に
専
門

的
な
知
識
を
も
っ
た
指
導
主
事

を
新
た
に
配
置
し
、
学
校
へ
の

訪
問
等
を
通
し
て
、
教
育
現
場

へ
の
支
援
体
制
を
強
化
し
、
教

育
の
質
向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼▼
認
定
こ
ど
も
園
職
員
と
学
校

職
員
が
、
相
互
の
教
育
に
つ
い

て
の
理
解
を
深
め
、
交
流
活
動

な
ど
を
通
し
て
「
資
質
能
力
を

つ
な
ぐ
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
」
の
編

成
・
実
施
に
努
め
ま
す
。

▼▼
情
報
モ
ラ
ル
教
育
や
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
教
育
な
ど
に
よ
り
、

児
童
生
徒
が
適
切
・
安
全
に
Ｉ

Ｃ
Ｔ
を
活
用
で
き
る
よ
う
情
報

活
用
能
力
の
育
成
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
教
員
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活

用
能
力
の
向
上
に
も
努
め
ま
す
。

▼▼
デ
ジ
タ
ル
教
科
書
、
デ
ジ
タ

ル
教
材
、
学
習
用
デ
ジ
タ
ル
ド

リ
ル
を
導
入
し
、
効
果
的
な
活

用
や
、
個
別
の
学
習
課
題
を
見

つ
け
、
自
ら
学
ぶ
こ
と
が
で
き

る
環
境
の
構
築
に
努
め
、
子
ど

も
た
ち
が
主
体
的
に
学
ぶ
授
業

の
充
実
を
図
り
ま
す
。

　

令
和
８
年
３
月
10
日
に
開
催
さ
れ
た
第
１

回
町
議
会
定
例
会
で
、
教
育
長
が
述
べ
た
今

年
度
の
教
育
行
政
執
行
方
針
を
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

令和令和８８年度年度 

執行方針執行方針

教教育育行行政政

基 

本 

姿 

勢

重
　
点
　
施
　
策
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で
質
の
高
い
教
育
活
動
を
持
続

的
に
行
っ
て
い
け
る
体
制
づ
く

り
に
努
め
ま
す
。

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

【
生
涯
学
習
の
推
進
】

●
潤
い
の
あ
る
社
会
教
育
の
推
進

●
潤
い
の
あ
る
社
会
教
育
の
推
進

▼▼
幼
児
か
ら
高
齢
者
ま
で
、
生

涯
に
わ
た
る
学
習
活
動
の
継
続

と
充
実
を
図
る
と
と
も
に
、ウ
ェ

ル
ビ
ー
イ
ン
グ
の
向
上
を
目
指

し
、
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

▼▼
「
子
育
て
サ
ロ
ン
」
を
継
続

し
、
幼
児
同
士
や
親
子
の
ふ
れ

あ
い
を
通
し
て
、
豊
か
な
情
操

や
思
い
や
り
を
育
む
と
と
も
に
、

保
護
者
相
互
の
交
流
の
場
を
提

供
し
ま
す
。

▼▼
社
会
的
・
職
業
的
自
立
に
向

け
た
資
質
・
能
力
が
育
成
さ
れ

る
よ
う
、
職
業
体
験
活
動
や
社

会
人
講
話
な
ど
を
実
施
し
、キ
ャ

リ
ア
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼▼
町
民
の
ニ
ー
ズ
の
変
化
等
を

的
確
に
捉
え
、
時
代
の
要
請
に

応
え
る
人
づ
く
り
の
た
め
の
学

習
機
会
の
提
供
を
図
り
ま
す
。

▼▼
芸
術
鑑
賞
会
事
業
を
継
続
し
、

芸
術
・
文
化
に
親
し
む
機
会
を

増
や
し
、
関
係
団
体
に
よ
る
活

動
の
支
援
に
努
め
ま
す
。

●●
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
充
実

▼▼
本
町
の
ス
ポ
ー
ツ
活
動
の
推

●「
教
育
環
境
の
充
実
」及
び「
教

●「
教
育
環
境
の
充
実
」及
び「
教

　　  

育
支
援
等
」

育
支
援
等
」

▼▼
Ｇ
Ｉ
Ｇ
Ａ
ス
ク
ー
ル
構
想
に

よ
り
整
備
さ
れ
た
１
人
１
台
端

末
に
つ
き
ま
し
て
は
、
そ
の
更

新
時
期
を
迎
え
る
た
め
、
北
海

道
の
共
同
調
達
ス
キ
ー
ム
の
も

と
、
計
画
的
に
更
新
し
ま
す
。

▼▼
義
務
教
育
学
校
体
育
館
の
温

度
管
理
を
強
化
す
る
た
め
、
昨

年
度
か
ら
事
業
開
始
し
た
冷
房

設
備
に
つ
い
て
早
期
に
設
置
完

了
す
る
よ
う
努
め
ま
す
。

▼▼
い
じ
め
の
防
止
や
不
登
校
傾

向
に
あ
る
子
ど
も
た
ち
へ
の
支

援
に
つ
い
て
は
、
教
師
と
子
ど

も
た
ち
、
子
ど
も
た
ち
相
互
の

望
ま
し
い
人
間
関
係
を
構
築
す

る
学
級
経
営
を
目
指
し
、
お
互

い
の
考
え
や
気
持
ち
を
認
め
合

う
集
団
の
育
成
に
努
め
ま
す
。

　
更
に
、
道
教
委
に
よ
る
「
い

じ
め
ア
ン
ケ
ー
ト
」
の
結
果
を

分
析
し
、
効
果
的
に
活
用
す
る

と
と
も
に
、
道
の
ス
ク
ー
ル
カ

ウ
ン
セ
ラ
ー
を
は
じ
め
、
適
応

指
導
教
室
相
談
員
と
連
携
を
図

り
な
が
ら
、
い
じ
め
の
未
然
防

止
や
不
登
校
の
早
期
発
見
・
早

期
解
決
に
努
め
ま
す
。

▼▼
放
課
後
学
習
塾
の
充
実
を
図

り
、
子
ど
も
た
ち
の
更
な
る
学

習
習
慣
の
定
着
や
学
習
水
準
の

向
上
を
目
指
し
ま
す
。

▼▼
英
語
検
定
、
漢
字
検
定
、
数

学
検
定
の
検
定
料
の
助
成
に
つ

い
て
は
、
学
習
意
欲
や
学
力
の

向
上
を
図
る
た
め
に
継
続
す
る

と
と
も
に
、
積
極
的
な
受
検
を

促
し
ま
す
。

▼▼
大
学
等
修
学
奨
学
金
及
び
奨

学
金
償
還
支
援
金
制
度
を
引
き

続
き
実
施
し
、
支
援
を
必
要
と

す
る
世
帯
の
経
済
的
負
担
の
軽

減
と
修
学
・
進
学
へ
の
意
欲
・

能
力
が
あ
る
学
生
生
徒
へ
の
支

援
を
行
い
ま
す
。

▼▼
学
校
給
食
費
無
料
化
や
修
学

旅
行
費
用
の
助
成
な
ど
を
継
続

し
、
児
童
生
徒
の
保
護
者
が
安

心
し
て
子
育
て
が
で
き
る
よ
う

負
担
軽
減
を
図
り
ま
す
。

●
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

●
信
頼
さ
れ
る
学
校
づ
く
り

▼▼
社
会
に
開
か
れ
た
教
育
課
程

の
実
現
の
た
め
に
、
社
会
教
育

と
学
校
教
育
が
融
合
し
た
運
営
・

活
用
に
つ
い
て
協
議
し
、コ
ミ
ュ

ニ
テ
ィ
ス
ク
ー
ル
の
機
能
が
よ

り
効
果
的
に
発
揮
さ
れ
、
学
校

運
営
が
着
実
に
進
む
よ
う
、
協

働
活
動
の
推
進
を
図
り
ま
す
。

▼▼
校
務
支
援
シ
ス
テ
ム
や
Ｉ
Ｃ

Ｔ
機
器
を
積
極
的
に
活
用
し
た

効
率
的
な
業
務
の
推
進
を
図
り
、

子
ど
も
た
ち
に
対
し
て
効
果
的

▼▼
特
別
な
支
援
を
必
要
と
す
る

子
ど
も
に
は
「
個
別
の
教
育
支

援
計
画
」、「
個
別
の
指
導
計
画
」

を
活
用
し
た
、
切
れ
目
の
な
い

一
貫
し
た
指
導
や
支
援
に
取
り

組
み
、
医
療
・
福
祉
・
保
健
等

の
関
係
機
関
及
び
保
護
者
と
の

連
携
の
も
と
、児
童
生
徒
に
と
っ

て
、
よ
り
適
正
な
「
学
び
の
場
」

の
提
供
に
努
め
ま
す
。

▼▼
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
が
「
考

え
、
議
論
す
る
」
道
徳
の
授
業

の
質
的
向
上
を
図
る
と
と
も
に
、

学
校
生
活
に
お
け
る
子
ど
も
の

満
足
度
や
意
欲
、
集
団
の
状
態
を

調
べ
る
「
Ｑ
ー
Ｕ
テ
ス
ト
」
を

継
続
し
て
活
用
し
て
い
く
な
ど
、

道
徳
教
育
の
充
実
を
図
り
ま
す
。

▼▼
全
国
体
力
・
運
動
能
力
、
運

動
習
慣
等
調
査
結
果
や
Ｉ
Ｃ
Ｔ

を
活
用
す
る
な
ど
、
体
育
科
の

授
業
の
工
夫
・
改
善
を
図
り
、

体
力
向
上
に
向
け
、
学
校
全
体

で
継
続
性
の
あ
る
取
り
組
み
を

推
進
し
ま
す
。

▼▼
読
書
活
動
の
推
進
に
つ
き
ま

し
て
は
、
第
２
期
秩
父
別
町
子

ど
も
の
読
書
活
動
推
進
計
画
に

基
づ
き
、
義
務
教
育
学
校
の
新

た
な
学
校
図
書
室
の
機
能
を
積

極
的
に
活
用
し
、
読
書
習
慣
の

定
着
や
読
書
行
事
を
取
り
入
れ

た
教
育
活
動
を
推
進
し
ま
す
。

進
に
、
大
き
な
役
割
を
担
っ
て

い
る
ス
ポ
ー
ツ
協
会
や
ス
ポ
ー

ツ
少
年
団
等
に
対
し
て
、
引
き

続
き
支
援
を
行
い
、
ス
ポ
ー
ツ

関
係
団
体
と
連
携
協
力
を
深
め
、

時
代
の
ニ
ー
ズ
に
沿
っ
た
各
種

ス
ポ
ー
ツ
教
室
等
を
開
催
し
、

町
民
皆
ス
ポ
ー
ツ
の
普
及
に
努

め
て
ま
い
り
ま
す
。

　
以
上
、
令
和
８
年
度
の
主
要

な
方
針
に
つ
い
て
申
し
上
げ
ま

し
た
。

　
教
育
委
員
会
と
い
た
し
ま
し

て
は
、
予
測
が
困
難
な
時
代
に

お
い
て
も
、
変
わ
る
こ
と
の
な

い
教
育
の
「
不
易
」
を
普
遍
的

な
使
命
と
し
つ
つ
、
時
代
と
共

に
変
化
す
る
「
流
行
」
を
的
確

に
捉
え
な
が
ら
、
学
校
・
家
庭
・

地
域
・
行
政
と
の
連
携
を
こ
れ

ま
で
以
上
に
深
め
、
学
校
教
育
・

社
会
教
育
そ
れ
ぞ
れ
が
有
機
的

に
連
帯
し
、
町
民
が
生
涯
を
通

じ
て
主
体
的
に
学
び
続
け
る
意

欲
が
持
て
る
、
魅
力
溢
れ
る
教

育
を
目
指
し
、
本
町
教
育
の
よ

り
一
層
の
充
実
・
発
展
に
全
力

で
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
。

　
議
員
各
位
並
び
に
町
民
の
皆

さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
支
援
を
賜

り
ま
す
よ
う
お
願
い
申
し
上
げ

ま
す
。
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特別会計　　　予算予算▲▲▲▲

区　　　分
令和８年度
予　算　額

令和７年度
予　算　額

増　減　額 増　減　率

国民健康保険事業特別会計  　 3億9,496万円  　 4億  124万円  ▲  　 629万円 　　▲  1.6％

後期高齢者医療特別会計 　     7,035万円 　     5,830万円    　 1,204万円  　 　 20.7％

介 護 保 険 特 別 会 計  　 3億3,405万円  　 3億3,091万円   　 　 314万円  　 　  0.9％

簡 易 水 道 事 業 会 計  　 1億1,829万円  　 1億8,808万円  ▲   6,979万円  　 ▲ 37.1％

農業集落排水事業会計 　   2億1,203万円  　 3億5,913万円  ▲1億4,710万円  　 ▲ 41.0％

　地方交付税地方交付税は、国勢調査人口の減少や税収の増を見
込み、9,550万円（6.0％）減額しています。
　　寄附金寄附金は、ふるさと納税分として令和７年度当初予
算額と同額としています。
　　繰入金繰入金は、減債基金繰入金、公共施設整備基金繰入
金、ふるさと納税基金繰入金等の増により２億3,477万
円（41.5％）増額しています。
　　町税町税は、米価高騰による農業所得や農業専従者給与
所得の増加を見込み、１億5,265万円（62.8％）増額
しています。　
　国・道支出金国・道支出金は、義務教育学校整備事業の終了によ
る補助金の減等により１億4,655万円（24.5％）減額し
ています。
　町債町債は、義務教育学校整備事業やコミュニティ施設
整備事業の終了等により７億3,490万円（81.2％）減額
しています。

　総務費総務費は、コミュニティ施設外構工事等が終了しま
したが、地域公共交通確保関係事業の増等により4,093
万円（3.3％）増額しています。
　公債費　公債費は、町債の繰上償還額や償還利子の増等によ
り2,838万円（5.0％）増額しています。
　　民生費民生費は、総合福祉センター改修工事、社会福祉
協議会補助金の増等により4,498万円（9.9％）増額
しています。
　　土木費土木費は、町営住宅長寿命化改修工事、除雪ドー
ザの購入、橋梁長寿命化工事等により2億1,745万円
（153.2％）増額しています。
　　教育費教育費は、義務教育学校整備事業等が終了したこと
により10億3,606万円（76.5％）減額しています。
　　商工費商工費は、秩父別温泉管理運営費の増と地域振興券
の発行等により5,495万円（24.8％）増額しています。

歳出の主な増減

▲▲ ▲▲

歳入の主な増減

▲▲
▲▲

▲▲

▲▲
▲▲

▲▲
▲▲

※端数処理のため、増減額が一致しない場合があります。

一般会計　　　歳出歳出▲▲▲▲

一般会計　　　歳入歳入▲▲▲▲

予算
令和８年度

当初当初 の 概要概要 ３ 月 に 開 か れ た 第 １ 回 町 議

会 定 例 会 で、 令 和 ８ 年 度 の

一 般 会 計 及 び 特 別 会 計 の 予

算が可決されましたので、そ

の 概 要 を お 知 ら せ し ま す。一般会計予算額一般会計予算額 46億1,434万円

（前年度比４億 9,062 万円、9.6％の減）

歳出 歳入

総務費
12.9 億円

公債費
5.9 億円

民生費
5.0 億円

衛生費
2.9 億円

教育費
3.2 億円

農林水産業費
3.4 億円

土木費
3.6 億円

消防費
0.9 億円

商工費
2.8 億円

議会費
0.4 億円

予備費等 0.2 億円

地方交付税
15.0 億円

繰入金
8.0 億円

道支出金
2.1 億円

諸収入
1.9 億円

使用料及び手数料 0.7 億円 その他
1.2 億円町債

1.7 億円

国庫支出金
2.5 億円

町税
4.0 億円

寄附金
9.0 億円職員費

4.9 億円

※端数処理のため、合計が一致しない場合があります。

▲▲

▲▲
▲▲



― 8 ―― 9 ―広報ちっぷべつ
令和８年４月

　 防災士資格取得負担金　　　　　  638 万円
地域における防災力の強化のため、防災士資格
取得に関する費用を全額負担します。
　 指定避難所 Wi-Fi 整備
役場庁舎、総合福祉センター、スポーツセンター
でWi-Fi が接続できるよう整備します。
　 育苗施設育苗ハウス改修
育苗ハウスのビニールの張替や遮光ネットの取付
等を行います。
　 米穀乾燥調製貯蔵施設米成分分析計更改
カントリー施設の集荷した米の成分を分析する
機器の更新を行います。
　 農産物加工センター撹拌機能付スチームケトル購入
主にトマトジュースの製造に用いるスチームケ
トルを、撹拌機能のついたものに更新します。
　 ブロッコリー作付奨励助成金　　  155 万円
ブロッコリーの苗の購入費用の一部を 1冊 300
円から 500円に増額して助成します。
地域振興券発行　　　　　　　　　4,577 万円
国の臨時交付金を活用し、町民 1人あたり 2万
円の地域振興券を発行します。
奨学金償還支援金　　　　　　　　　600 万円
既卒者が教育のために借入れた奨学金の償還を
支援するため資金を貸与します。

路線バス維持確保対策費負担金　　4,659 万円
路線バス運行に対する赤字補填や車両購入費等
に対する負担金を支出します。
　 町営住宅長寿命化改修
旭A団地 4号棟の本体とカーポートの屋根防水
や外壁塗装などの工事を行います。
 　除雪ドーザ購入
町道除雪の全線直営化に対応するため、８t級除
雪ドーザ１台を購入します。
 　橋梁長寿命化補修
南 2条 9丁目用水路に架かる南 22号橋の架替
工事を行います。

令和８年度 　　 　　 ピックアップ

予算に関するお問い合わせ　　総務課財政係　電話 ０１６４－３３－２１１１（内線35）

～今年度の予算について、主なものをお知らせします～

算予

   項目についている新は新規事業、　は拡大事業です。

   入札を予定している事業等について、予算額を掲載していない場合があります。

新

▲
▲

　 高校生応援交付金　　　　　  　　917 万円
JR 留萌本線の廃線に伴うバス転換により、通学
のための定期代が増加し高校生の通学費負担が
大きくなることから、差額相当分を助成し負担
軽減を図ります。
　 保育対策総合支援事業費補助金　  165 万円
社会福祉協議会が行う、認定こども園におけるお便
り帳や出欠報告などを電子化する保育管理運営シス
テムの導入に対し補助を行い、保護者・保育士の負
担軽減を図ります。
    予防接種助成　　　
今まで行ってきた予防接種助成に妊婦の RSウ
イルスワクチン接種を追加します。
    各種母子保健事業
これまでの各種母子保健事業に 3時間の短時間
産後ケア事業を追加します。
　 指導主事の配置　　　　　　　　  454 万円
専門的な知識・経験を有した指導主事を教育委員
会事務局に配置し、教育現場に対し様々なサポー
トを行うことで学校教育環境の向上を図ります。
つながる！ちっぷ・スマイルプロジェクト
　　　　　　　　　　　　　　　　　531 万円
町民自身による健康維持のための行動や外出・
社会参加の促進のため、地域をつなぐ橋渡しと
して集落支援員を雇用し、町内各種活動の情報
発信等を行うとともに、高齢者等の外出促進や
社会参加につながるような事業を実施します。
外国人介護福祉人材育成支援協議会負担金
　　　　　　　　　　　　　　　　　372 万円
外国人介護福祉人材の育成・派遣を行う協議会へ、
留学生への奨学金等としての負担金を支出し、町内
介護事業所に外国人介護職を派遣してもらいます。
　 総合福祉センター改修
内装改修、居宅介護支援事業所専用室整備、暖房
機の更新及びエアコンの設置を行います。
　 歯科診療所の機能強化
建物の外装・内装改修やデジタルレントゲン等診
療用機器の更新を行います。

新

新

拡

新

新

新

新

新

拡

拡

新

新

拡

新

新

新 新
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３
月
10
日
（
火
）、
学
術
・
文
化
・
ス
ポ
ー

ツ
の
分
野
に
お
い
て
輝
か
し
い
活
躍
を
し
、

そ
の
功
績
が
特
に
顕
著
な
個
人
も
し
く
は
団

体
に
贈
ら
れ
る
「
町
民
栄
誉
賞
」
の
授
与
式

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
受
賞
者
は
、
当
時
秩
父
別
中
学
校
３
年
生

の
平
瀬
颯
蘭
さ
ん
で
、
数
々
の
全
国
規
模
の

ピ
ア
ノ
コ
ン
ク
ー
ル
に
お
い
て
優
秀
な
成
績

を
収
め
ら
れ
た
功
績
を
認
め
ら
れ
、
町
民
栄

誉
賞
が
授
与
さ
れ
ま
し
た
。

　
な
お
、
今
回
の
受
賞
は
、
１
９
７
２
年
の

条
例
制
定
以
来
初
め
て
で
あ
り
、
平
瀬
さ
ん

が
町
民
栄
誉
賞
第
１
号
受
賞
者
と
な
り
ま
し

た
。

　
平
瀬
さ
ん
の
主
な
功
績
は
下
記
の
と
お
り

で
す
。

受
賞
者

　

平
瀬 

颯そ

ら蘭  

さ
ん

町
民
栄
誉
賞
授
与
式

第
１
号
受
賞
者
の
功
績
を
た
た
え
て

町長から町民栄誉賞が贈られました

年　月 出場大会（コンクール） 学　年

平成30年 6月
第 10 回グランツェンピアノコンクール
北海道大会小学１・２年生の部Ａ　優秀賞／全国大会出場

小学２年

令和元年12月

第 10 回ヨーロッパ国際ピアノコンクール inJapan 大会
小学３・４年生の部　金賞

小学３年
第 13 回べーテン音楽コンクール全国大会
自由曲コース３・４年生の部　ベスト 10 賞

令和２年12月
日本クラシック音楽コンクール全国大会
ピアノ部門小学校中学年女子の部　２位

小学４年

令和４年８月
第 46 回ピティナ・ピアノコンペティション大会
北海道大会Ｃ級　北海道知事賞（１位通過）／全国大会　金賞

小学６年令和4年 11月
第 76 回全日本学生音楽コンクール（毎日新聞社主催）
ピアノ部門小学生の部　聴衆賞（横浜市民賞・特別賞）

令和５年１月
ショパン国際ピアノコンクール in ＡＳＩＡ
全国大会　金賞／アジア大会　銀賞

令和７年３月 JPTA ピアノ・オーディション全国大会　優秀賞 中学２年

令和７年８月
第 49 回ピティナ・ピアノコンペティション全国大会
２台（２人）ピアノ中級第２位

中学３年
令和７年11月

第 79 回全日本学生音楽コンクール（毎日新聞社主催）
ピアノ部門中学生の部　北海道大会第１位／全国大会第３位

町民栄誉賞を受賞した平瀬颯蘭さん（写真前列左）と母の由佳さん（同右）
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秩父別町史続３巻を発行しました秩父別町史続３巻を発行しました

　秩父別町の歴史と歩みをまとめた「秩父別町史」を過去数度にわたり発行してきましたが、

このたび、開村 130 年を記念して「秩父別町史 続３巻」を発行いたしました。 

　また、過去に発行した町史３巻および続３巻の計４巻を電子データ化しましたので、下記の

とおりお知らせいたしします。

◆ ◆ 秩父別町史続３巻の無償配布について秩父別町史続３巻の無償配布について
　　秩父別町民の方に限り、秩父別町史続３巻の無償配布を行いますので、配布を希望される

　方は、役場総務課広報係窓口までお越しください。

　○受 取 時 間　平日（月～金）　８時 30 分～ 17 時 15 分

　○町史の仕様　・判型：Ａ５判

　　　　　　　　・ページ数：５５０ページ（約１kg）

　　　　　　　　・表　　紙：布クロス仕様

　　　　　　　　・カ バ ー：ビニール片袖カバー付き

　　　　　　　　・ケ ー ス :クラフト合紙ケース付き

　○そ の 他　・配布は１世帯１冊までです。

　　　　　　　　・町民以外の方には１冊 3,000 円で販売します。

　　　　　　　　　購入を希望される方は役場総務課広報係までお問い合わせください。

お問い合わせ　　総務課広報係　電話 ０１６４－３３－２１１１（内線32・34）

◆ ◆ 秩父別町史全巻（全４巻）の電子データの公開について秩父別町史全巻（全４巻）の電子データの公開について
　　秩父別町史続３巻の発行に併せ、過去に発行した町史３巻分（秩父別町史、秩父別町史続巻、

　秩父別町史続２巻）を電子データ化しました。

　　続３巻と合わせた全４巻を秩父別町ホームページ上に公開しましたので有効にご活用くだ

　さい。

　【掲載ページＵＲＬ・二次元コード】

　https://www.town.chippubetsu.hokkaido.jp/category/detail.html?category=town&content=649

　※ 町ホームページの【町政情報】⇒【組織・資料】に掲載しています。

ＨＰ掲載ページイメージ 掲載データイメージ（続３巻）
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■■ ７月に保険料額をお知らせします ■ ７月に保険料額をお知らせします ■
   令和８年度の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。   令和８年度の保険料につきましては、７月に個別にお知らせします。

《保険料の計算方法》

後期高齢者医療制度後期高齢者医療制度のお知らせのお知らせ

～令和８年度の保険料のお支払い～～令和８年度の保険料のお支払い～

均等割
【１人当たり保険料】

５９，９６３５９，９６３円円

所得割
【本人の所得に応じた額】

(令和７年中の所得ー最大 43 万円 )

×１１．６１１１．６１％％

医療分算出保険料
【限度額 85 万円】
（100 円未満切捨）

＋ ＝

○ １年間の保険料の上限額は、医療分 85 万円、○ １年間の保険料の上限額は、医療分 85 万円、
　 子ども分２万１千円の計 87 万１千円になります。　 子ども分２万１千円の計 87 万１千円になります。
○ 年度の途中で加入したときは○ 年度の途中で加入したときは、加入した月からの月割で計算します。、加入した月からの月割で計算します。
※ 「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や※ 「所得」とは、前年の「収入」から必要経費（公的年金等控除や
　 給与所得控除額など）を引いたものです。　 給与所得控除額など）を引いたものです。
※ 前年の所得金額により、43 万円の控除額が異なる場合があります。※ 前年の所得金額により、43 万円の控除額が異なる場合があります。

 ① 基礎賦課額（以下、「医療分」とします。）

 ② 子ども・子育て支援納付金賦課額（以下「子ども分」とします）
＋

均等割
【１人当たり保険料】

１，３６４１，３６４円円

所得割
【本人の所得に応じた額】

(令和７年中の所得ー最大 43 万円 )

×０．２８０．２８％％

子ども分算出保険料
【限度額２万１千円】
（100 円未満切捨）

＋ ＝

＝

令和８年度
年間保険料

～令和８年度から【子ども・子育て支援納付金】が追加されます～～令和８年度から【子ども・子育て支援納付金】が追加されます～

　この制度は、全ての世代や企業の皆様から支援金を拠出いただき、子育て施策の拡充に充　この制度は、全ての世代や企業の皆様から支援金を拠出いただき、子育て施策の拡充に充

てるもので、子どもや子育て世帯を社会全体で支えるものです。てるもので、子どもや子育て世帯を社会全体で支えるものです。

　子どもたちは将来、社会保障制度の担い手となることから、子どもの育ちを支える支援金　子どもたちは将来、社会保障制度の担い手となることから、子どもの育ちを支える支援金

制度は全ての方にとってメリットとなります。制度は全ての方にとってメリットとなります。

　令和８年４月から「医療分」と併せて徴収されます。　令和８年４月から「医療分」と併せて徴収されます。

　詳しくは上記の≪保険料の計算方法≫をご覧ください。　詳しくは上記の≪保険料の計算方法≫をご覧ください。
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◆北海道後期高齢者医療広域連合

　〒 060-0062 札幌市中央区南 2条西 14 丁目 国保会館６階

　電話　０１１－２９０－５６０１

◆役場住民課後期高齢者係

　電話　０１６４－３３－２１１１

お問い合わせ

◆ 保険料の減免◆ 保険料の減免
  　保険料のお支払いが困難な場合は、役場住民課後期高齢者係へご相談ください。
  　災害、失業などによる所得の大幅な減少、その他特別の事情で生活が著しく困窮し、保険料の
　お支払いが困難な場合は、保険料の減免を受けられる場合があります。

■ 令和８年８月以降の交付物について■ 令和８年８月以降の交付物について
　　現在ご使用の資格確認書（はがきサイズ）の有効期限は令和８年７月 31 日です。　　現在ご使用の資格確認書（はがきサイズ）の有効期限は令和８年７月 31 日です。
　　有効期限後は、年齢とマイナ保険証の有無によって、交付物や医療機関の受診方法が異なります。　　有効期限後は、年齢とマイナ保険証の有無によって、交付物や医療機関の受診方法が異なります。

マイナ保険証の有無に関わらず、みなさんに新しい「資格確認書」を交付します。マイナ保険証の有無に関わらず、みなさんに新しい「資格確認書」を交付します。
これまでどおり、資格確認書で受診してください。これまでどおり、資格確認書で受診してください。

対象者の所得要件

（世帯主及び世帯の被保険者全員の軽減判定の所得額）
均等割の軽減割合

４３万円＋１０万円×（給与所得者等の数－１） ７割

４３万円＋（３１万円×世帯の被保険者数）
＋１０万円×（給与所得者等の数－１）

５割

４３万円＋（５７万円×世帯の被保険者数）
＋１０万円×（給与所得者等の数－１）

２割

◆ 保険料の軽減◆ 保険料の軽減
  ① 均等割の軽減
　  ● 軽減は被保険者と世帯主の所得の合計で判定します。
　  ● 被保険者ではない世帯主の所得も判定の対象となります。
　  ● 昭和 36 年１月１日以前に生まれた方の年金所得については公的年金控除後の金額から
　　　 さらに 15 万円を引いた額で判定します。

※ 給与所得者等とは、以下のいずれかに該当する方となります。
　 ・給与等の収入金額が 55 万円を超える方
　 ・公的年金の収入金額が 60 万円（65 歳未満）、125 万円（65 歳以上）を超える方
※ 令和８、９年度医療分について、７割軽減に該当する方は、国からの交付金により
　 さらに０．２割の減額を行います。

  ② 被用者保険の被扶養者だった方の軽減
　  ● この制度に加入したとき、被用者保険の被扶養者だった方は、負担軽減のための特別措置
　　　 として、所得割がかからず、制度加入から２年を経過していない期間のみ、均等割が５割
　　　 軽減となります。（医療分：59,963 円→ 29,981 円、子ども分：1,364 円→ 682 円）
　  　※ 被用者保険とは、協会けんぽ等、主にサラリーマンの方々が加入している健康保険の
　　　　 ことで、市町村の国民健康保険等は含まれません。

 ○ 85 歳以上の方

 ○ 84 歳以下の方

マイナ保険証を
持っていない

新しい「資格確認書」を交付します。
これまでどおり、資格確認書で受診してください。

マイナ保険証を
持っている

有効期限以降はマイナ保険証をご利用ください。
また、資格確認書の有効期限前に、「資格情報のお知らせ（A4サイズ）」
を交付します。資格情報のお知らせとは、ご自身の健康保険の資格
情報を簡単に確認できる書類です。

※ マイナ保険証での受付が困難な方は、マイナ保険証の登録をしていても、役場に※ マイナ保険証での受付が困難な方は、マイナ保険証の登録をしていても、役場に
　 申請することで資格確認書を交付することが可能です。　 申請することで資格確認書を交付することが可能です。
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令和８年令和８年 1010 月使用分 月使用分 からから

　上下水道事業は利用されている方からの料金収入により運営されています。

　これまで、主に消費税率の改定に併せ水道料金の改定を行っていましたが、人口減少に伴う

給水収益・下水道使用料収入の減少や電気料金等の物価高騰により収支の赤字額が増加傾向に

あり、将来的に預金残高が不足する見込みとなったため、このたび上下水道料金を改定させて

いただくことになりました。

　上下水道ともに町民の皆様にとって快適な生活を営む上で欠かすことのできないライフライ

ンであり、今後も安心・安全で持続可能な上下水道サービスを提供していくため、ご理解をお

願いいたします。

上下水道料金を改定します上下水道料金を改定します

● 水道料金

区　分 水　量 改定前料金 改定後料金 改定率

一般用

４㎥ 1,078 円 1,188 円 10.2％

６㎥ 1,617 円 1,782 円 10.2％

10㎥ 2,684 円 2,959 円 10.2％

超過１㎥につき 291 円 319 円 9.6％

臨時用
10㎥ 11,000 円 12,100 円 10.0％

超過１㎥につき 1,100 円 1,210 円 10.0％

● 下水道料金

区　分 水　量 改定前料金 改定後料金 改定率

一般用

４㎥ 976 円 1,122 円 15.0％

６㎥ 1,466 円 1,683 円 14.8％

10㎥ 2,420 円 2,783 円 15.0％

超過１㎥につき 240 円 275 円 15.0％

営業用
団体用

10㎥ 2,420 円 2,783 円 14.6％

超過１㎥につき 240 円 275 円 15.0％

● 上下水道合算料金比較（参考）

区　分 水　量 改定前料金 改定後料金 改定率

一般用

４㎥ 2,054 円 2,310 円 12.5％

６㎥ 3,083 円 3,465 円 12.4％

10㎥ 5,104 円 5,742 円 12.5％

超過１㎥につき 531 円 594 円 11.9％

※ 料金は税込み表示

※ 料金は税込み表示

● 改定時期
令和８年 10 月使用分（10 月検針分）から令和８年 10 月使用分（10 月検針分）から

お問い合わせ　建設課上下水道係　電話 ０１６４－３３－２１１１（内線92） 
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物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業

上下水道基本料金を減免します

　町では、高校卒業前までの子育て世帯に水道基本料金

の助成を行っておりますが、近年の物価高騰等の影響に

より町民生活と経済活動に与える影響を軽減するため、

町内全世帯・全事業所（公共施設を除く）の上下水道基

本料金について、令和８年４月～６月支払い分を減免す

ることに決定しました。

　今回の減免に関して申請等は必要ありませんが、不明

な点等がある場合は、役場建設課上下水道係までお問い

合わせください。

お問い合わせ　建設課上下水道係　電話 ０１６４－３３－２１１１（内線92） 

水道検針票（上部）

減免後の料金が表示されます

　物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業として実施する、上下水道基本料金の減免

の対象とならない給水区域外・排水区域外等の方に対して、下記のとおり生活支援金を給付

します。

お問い合わせ　建設課上下水道係　電話 ０１６４－３３－２１１１（内線92） 

○対象者
　令和８年４月１日現在、町の住民票上の住所で簡易水道の給水を受けずに

生活している世帯、または農業集落排水区域外で浄化槽や汲み取り等により

排水の処理を行っている世帯の世帯主

　（同一住所に世帯主が２人以上いる場合は代表の世帯主）

○支給額
　（１）簡易水道の給水を受けていない世帯で地下水設備等を使用　　　5,000円

　（２）排水区域外の世帯で浄化槽、汲み取り等の排水設備を使用　　　5,000円

　　※上記のいずれにも該当する場合は１万円となります。

○手続き等
　対象となる方に申請書を送付しますので、必要事項を記入の上、 役場建設課上下水道係まで

提出してください。なお、同一住所に世帯主が２人以上いる場合は連名で送付させていただき

ますので、代表となる世帯主の方が申請してください。

物価高騰対応重点支援地方創生臨時交付金事業

給水区域外等生活支援金を給付します
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タクシー助成券を配付しています

１　【対象となる方】

　秩父別町に住所を有し、満 60 歳以上の方及び今年度満 60 歳以上の方及び今年度 60 歳60 歳に達する方に達する方
　　※ 今年度中に 60 歳に達する方も４月から助成券をご利用いただけます。

２　【助成内容】

　半半額額助成券年間 2年間 244回分回分　

１　【対象となる方】

　秩父別町に住所を有し、下記（１）または（２）に該当する方

　（１） 60 歳以上の方（今年度中に 60 歳に達する方も４月から助成券を利用できます）
　（２） 19 歳以上 59 歳以下の方で下記のいずれかに該当する方

　　　①　身体障害者手帳（１級・２級）をお持ちの方

　　　②　精神障害者保健福祉手帳（１級・２級）をお持ちの方

　　　③　療育手帳（Ａ）をお持ちの方

２　【助成内容】 

３　【申請方法】

　役場住民課にある申請書に必要事項を記入してください。【印鑑が必要です。】

　　※ 入院中の方は、退院してから申請してください。

令和８年度令和８年度「秩父別温泉ちっぷ・ゆう＆ゆ」「秩父別温泉ちっぷ・ゆう＆ゆ」

入館料半額助成券入館料半額助成券をを配付配付していますしています

「秩父別温泉ちっぷ・ゆう＆ゆ」入館料半額助成券・タクシー助成券のお問い合わせ
住民課社会福祉係　電話 ０１６４－３３－２１１１（内線45）

３　【申請方法】

　役場住民課にある申請書に必要事項を記入してください。【印鑑が必要です。】

　　※ 入院中の方は、退院してから申請してください。

運　　　賃 利用者支払額

         ～ 1,000 円未満 １００円

　1,000 円～ 2,000 円未満 ２００円

  2,000 円～ 3,000 円未満 ３００円

 　高速るもい号を利用する町民を対象に、自宅からバス停（秩父別ＩＣ）のタクシー料金を全額

 助成する事業を行っています。詳しくは、下記担当までお問い合わせください。

令和８年度

※運賃が3,000円を超える場合、助成券は
　使用できません。

年　　　齢 年間交付枚数

19 歳～ 59 歳 ３０枚

60 歳～ 64 歳 ３０枚

65 歳～ 69 歳 ６０枚

70 歳～　　
６０枚

※利用状況が残り５枚となった場合、
30 枚の追加交付が可能です。

見 本

見 本
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　ドッグラン（ローズガーデン隣接）並びに観光体験牧場「めぇーめぇーランド」が、

４月 25 日（土）にオープンします。

　いずれも無料で利用できますのでどうぞご利用ください。

　※ドッグランは積雪の状況により前後する場合があります。

ドッグラン、めぇーめぇーランドがＯＰＥＮ！

お問い合わせ 産業課観光係　電話 ０１６４ー３３－２１１１（内線64）

　町では、物価高騰対策として、町内各店舗で使用できる「地域振興券」を発行します。

　地域振興券は、４月 17 日（金）以降、世帯全員分をまとめて世帯主あてに「ゆうパック」

でお届けいたします。

○対 象 者　令和８年４月１日を基準日として、秩父別町に住民票がある方

○金　　額　１人につき 20,000 円分（500 円× 20 枚綴り×２冊）

○使用期間　令和８年４月 17 日（金）～令和８年 10 月 31 日（土）

○そ の 他　注意事項や利用店舗の詳細については、振興券送付時に同封の案内をご確認

　　　　　　ください。

　　　　　　※ 順次配達となるため、世帯によって到着日が異なります。

秩父別町地域振興券を発行します

◆お問い合わせ　産業課商工・観光・労働係　電話 ０１６４－３３－２１１１（内線 64）

見 本
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災害に強い災害に強い
まちづくりまちづくり

防災気象情報が新しくなります！

　令和８年５月下旬から、新たな防災気象情報が運用開始されます。

　変更内容等について下記のとおりお知らせしますので、日頃から防災

への備えに努めましょう。

◆ 新たな防災気象情報が始まります◆ 新たな防災気象情報が始まります
　災害から命を守るためには、気象情報を正しく理解し、適切なタイミングで避難行動をと

ることが重要です。

　「避難情報に関するガイドライン」では、災害の危険度に応じて住民がとるべき行動を５

段階の「警戒レベル」で示しています。しかしこれまで、河川の氾濫や大雨、土砂災害、高

潮などに関する気象情報は、警戒レベルとの対応や具体的な行動が分かりにくいという課題

がありました。

　このため、気象庁では防災気象情報の体系を見直し、５段階すべての警戒レベルに対応し

た情報を新たに整理しました。これにより、それぞれの情報がどの警戒レベルにあたるのか、

そして「いつ・何をすべきか」がこれまで以上に分かりやすくなり、住民の皆さんの適切な

避難判断をより強力に支援します。

　この新たな防災気象情報は、令和８年５月下旬から運用開始予定です。

◆ 日頃からの確認が大切です◆ 日頃からの確認が大切です

　いざという時に落ち着いて行動するためには、事前の備え

が欠かせません。

　気象庁ホームページの特設ページでは、新しい防災気象情

報の内容や活用方法について詳しく紹介されています。

　情報が発表された際にどのような行動をとるべきか、あら

かじめ確認しておきましょう。

お問い合わせ 総務課防災係　電話 ０１６４ー３３－２１１１（内線32・34）

新たな防災気象情報に関する特設ページ
（気象庁ＨＰ）

◆ 命を守る行動を◆ 命を守る行動を

　災害時には、「自分の命は自分で守る」という意識が重要です。

　警戒レベルに応じた行動を理解し、危険を感じたら早めに避難することを心がけましょう。
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いきいきちっぷ'Ｓいきいきちっぷ'Ｓ
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アンの秩父別タイ在記
Vol.82　「春の訪れと留萌本線との別れ」
　皆さん、こんにちは。お元気ですか？
　私は元気ですが、暖かくなったり、寒くなったり天気が不安定で時々風邪をひいていました。
皆さんも気をつけてください。

　そろそろ冬を終え、春を迎える時期になりますね。
　今月もたくさんのタイ人観光客が秩父別町にやってきました！この 3 月は 34 人です。
　観光客の皆さんは雪を見に来ましたが、残念ながら雪があまり降らなくて、だんだん溶け
ていきました。ここに来るまで、ふわふわな雪を期待していたお客さんはちょっとがっかり
していましたが、真っ白の秩父別町の田んぼや畑を見て、喜んでいました。
　タイは今、夏なので、毎日 30 度以上です。飛行機代や旅行費を払って、ここに来て北海
道の寒さを味わうことができるので「来る価値がある」とお客さんが喜んで言いました。

　３月いっぱいで留萌本線の列車がなくなり、寂しくなりましたね。私は留萌本線がなくな
ると聞いた時、できるだけお客さんを連れてこようと思いました。それはもしお客さんが増
えて、利益がでたら、廃止をやめることをＪＲが検討してくれるだろうと私が勝手に思った
からです。結局のところ結果は変わりませんでしたが、頑張ったことを後悔しません。今月
からどうやってお客さんを連れてくるかをまた考えていきます。

毎月連載！

  ◆お問い合わせ先

　　砂川年金事務所国民年金課　電話　０１２５－５２－２１４４（自動音声）

　　役場住民課年金係　　　　　電話　０１６４－３３－２１１１（内線42・43）

 日本年金機構からのお知らせ

　保険料は、日本年金機構から送付されてくる納付書により、金融機関・郵便局・コ

ンビニエンスストアで納めることができます。また、便利でお得な口座振替・クレジッ

トカード・電子（キャッシュレス）決済や電子納付（Pay-easy）での納付も可能です。

　毎月の保険料の納付期限は、翌月の月末です。

国民年金保険料は納付期限までに納めましょう国民年金保険料は納付期限までに納めましょう
令和８年４月から令和９年３月までの国民年金保険料は月額 17,920 円です。

スポーツセンターの裏で
雪を楽しんだお客さんの様子

雪が少ないため、妹背牛カーリングホールを
利用して、カーリングを試してもらいました。
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ちっぷべつ地域おこし協力隊 活動日記vol.57

　こんにちは。協力隊の岩山です。
　秩父別町に来てもうすぐ１年になります。北海道の生活にもだいぶ慣れてきました。冬の寒
さはかなり厳しかったですが、色々なことを経験出来たと思います。
　活動としては、モルック交流会に参加させていただきました。ボウリングに近い感覚だろう
と思っていましたが、実際には全く違い、思い通りに投げることが出来なかったのが、少し悔
しかったです。ミスをしても励ましあったりしてとても賑やかにプ
レイすることができたので、とても楽しかったです。
　また、冬のアクティビティでは、初めてスノーモービルの運転を
行いました！最初は、運転に苦戦したり、筋肉痛に悩まされたりし
ました…。しかし、慣れると、とても楽しかったです！雪のコンディ
ションによって運転方法が変わるので、いろいろ考えてスピードの
調整をするなどいい経験になりました。
　協力隊２年目は、まだ経験したことがない事を経験したり、町民
向けのイベントを企画していければと考えています。２年目もよろ
しくお願いします。

令和８年度調理師試験について令和８年度調理師試験について

　令和８年度の調理師試験は以下の日程で開催されますので、希望する方は下記まで
お申し込み下さい。

試験日程
 令和８年８月 25 日（火）
 午後１時 30 分から午後４時まで

試 験 地  旭川市（試験会場は、受験票に記載します。）

受験願書受付

 令和８年４月 30 日（木）から令和８年５月 15 日（金）

 ※ 郵送の場合は、令和８年５月 15 日（金）までの
　　消印があるものに限り受付けます。

試験資格
 令和８年５月 15 日までに２年以上調理の業務に従事した者
 詳細は、お問い合わせください。

受験手数料  6,900 円に相当する額の北海道収入証紙

合格発表  令和８年 10 月９日（金）午前９時から

願書の配付  深川保健所で配布します。

お問い合わせ
 深川保健所企画総務課企画係
　電話　０１６４－２２－１４２１　まで
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　秩父別小学校で、３年生の児童11人がタイ
北部スコータイ県の小学生とオンラインで交
流授業を行いました。写真などを用いたクイ
ズ形式で、それぞれの国の食文化や祭りなど
の伝統行事を紹介し合いました。参加した児
童たちは楽しみながら異なる文化への理解を
深めました。

２２
2727

タイの小学生と
　　　オンライン交流

　総合福祉センターで開催されている、オレ
ンジカフェの場で、認知症について知り、身
近で温かく見守る応援団となる「認知症サ
ポーター養成講座」が行われました。当日は
33名が受講され、受講歴のある方にはステッ
プアップ講座終了カードが、始めて受講され
た方にはオレンジの腕輪が手渡されました。

３３
４４

認知症の理解を深める
　サポーター養成講座開催

　町内在住または町内で働く独身男女の交流
の輪を広げることを目的に、交流会館におい
て、町産業後継者育成推進協議会主催の異業
種交流会が開催されました。当日はさまざま
な業種から参加者が集まり、参加者たちは
テーブルを囲みながら自己紹介や仕事の話、
趣味の話題などに花を咲かせました。

２２
2727

交流の輪を広げる
　　　異業種交流会開催

まちのわだいまちのわだい
広報に掲載した写真をご希望の方、広報誌に関するご意見、
ご要望は、総務課広報係までご連絡ください。
※写真は電子メールによる提供も可能です。
・電　話　０１６４－３３－２１１１（内線 32・34 番）
・メール　kouhou@chippubetsu.jp



― 22 ―― 23 ―広報ちっぷべつ
令和８年４月

　秩父別中学校として最後となる卒業証書授
与式が行われました。保護者や在校生が見守る
中、21名の卒業生は内藤校長から卒業証書を受
け取りました。在校生や教職員、進路の異なる
同級生との別れを惜しみながらも、卒業生たち
は新たに始まる生活への期待と希望を胸に、思
い出の詰まった学び舎を後にしました。

３３
1212

たくさんの思い出を胸に
秩父別中学校 最後の卒業式

　総合福祉センターで交通安全講演会を開催し
ました。講師に、交通事故でご長男を亡くされ
た犯罪被害者ご遺族の高田香さんをお迎えし、
「世界中に広がれ！笑顔とけんちゃんの朝顔！」
と題してご講演いただきました。体験に基づく
お話から、命の大切さと交通安全の重要性を改
めて考える機会となりました。

３３
７７

交通安全の願いを込めて
　　　交通安全講演会開催

　秩父別小学校で卒業証書授与式が行われま
した。保護者や在校生が見守る中、19名の卒
業生は湊校長から卒業証書を受け取った後、
保護者や在校生、教育関係者へ感謝の言葉を
贈りました。４月からは校舎はそのままに義
務教育学校へ移行し、卒業生は７年生として
新たな学校生活をスタートさせます。

３３
1717

新たな学びのかたちへ
秩父別小学校 最後の卒業式

　認定こども園くるみで卒園式が行われまし
た。式では16名の卒園児が一人ずつ将来の夢
や頑張りたいことを発表し、卒園証書を受け
取ったあと、お父さん、お母さんへ感謝の言
葉と記念品を贈りました。我が子の成長に涙
ぐむ親の姿もあり、会場は感動に包まれまし
た。４月からは、輝かしい新生活が始まります。

３３
2525

輝く未来に向かって
　　　認定こども園卒園式
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公民講座「伝筆教室」
～ 筆を通して想いを形に ～

　２月26日と３月６日の２回にわたり、北空知

唯一の伝筆講師辻久美子氏をお招きし、伝筆教

室を開催しました。

　丁寧な指導の下、参加者は筆の基本的な使い

方を学び、練習を行った後、各々はがきに想い

を込めて描きました。

　参加者は皆、集中しながらも和やかで楽しそ

うに取り組み、笑顔溢れる時間となりました。

子育てサロン「ひなまつりお楽しみ会」
～ みんなで祝おう桃の節句 ～

み
ん
な
で
並
ん
で
す
ま
し
顔
！

　３月２日、子育てサロンの月一プログラム「ひ

なまつりお楽しみ会」が行われました。

　ひなまつりにちなんだ工作とゲームをした後、

大きなお雛さま・お内裏さまと写真を撮り、親

子でひなまつりを楽しみました。

ちっぷっ子夢へのかけはし
プロジェクト報告

　子どもたちが将来の夢や希望に向かって、そ

こに至るプロジェクトを自ら考え、挑戦する費

用の一部を助成する「ちっぷっ子夢へのかけは

しプロジェクト」に、小学６年生１名から申請

がありました。「甲子園に出場できる選手になる

!」という夢に向かって、８月にはファイターズ

ベースボールキャンプへ参加し、10月からはエ

ースフォー野球塾(旭川市)に入校し、真剣に野

球と向き合い実践されました。

 プロジェクトを終え、「基礎の大切さと体の使

い方の重要さを改めて実感した。学んだことを

継続し、これからの練習に生かして上達してい

きたい。」という感想があり、夢の実現に向けて

今後も邁進していく力を感じました。

Board of educationBoard of education

キョウイクツウシンキョウイクツウシン

完
成
し
た
作
品
と
と
も
に

　
笑
顔
で
記
念
撮
影
で
す
！

ちっぷっ子英語クラブ
～ みんなで楽しく英語を学ぼう！ ～

　２月18日、３月４日、３月11日の３回にわた

り、ちっぷっ子ふれあいスクールで「ちっぷっ

子英語クラブ」を開催しました。

　参加した子供達は、ＡＬＴのジェイド先生の

指導の下、英単語を使った簡単なゲームやアク

ティビティを通じて英語を学びました。

目
指
せ
！
英
語
力
ア
ッ
プ
！
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キョウイクツウシンキョウイクツウシン

　　 図 書 館 だ よ り

【お問い合わせ】　秩父別町図書館　電話（０１６４－３３－２２２０）

◆◇◆◇読書感想画コンクール 読書感想画コンクール ～参加してくれてありがとう！～～参加してくれてありがとう！～◇◆◇◆
　本を読んで強く心に感じたことを絵に描く、第33回読書感想画コンクールを実施しました。

　幼児の部から小学校５・６年生の部まで募集したところ、33作品の応募がありました。

　画用紙いっぱいに描かれた作品からは、子どもたちの読書への楽しそうな思いが伝わって

きました。

○ 教育通信に関するお問い合わせ先 ○○ 教育通信に関するお問い合わせ先 ○
教育委員会社会教育・社会体育係　【電話０１６４－３３－２５５５】

最 優 秀 作 品 賞
※ 年齢・学年はコンクール時点のものです

幼児の部

「たまごをみつけたよ」

東海林 尚季さん (６歳 )

◆◇◆◇第68回こどもの読書週間 第68回こどもの読書週間 ～ことばがきみのはねになる～～ことばがきみのはねになる～◇◆◇◆
　４月23日から５月12日は、「こどもの読書週間」です。昭和34年から、子どもの読書活動

についての関心と理解を深めるとともに、子どもが積極的に読書活動を行う意欲を高めるこ

とを目的に設けられました。この機会に、子どもたちに読書に親しむことを勧め、子どもの

読書の大切さについても考えてみましょう。また、図書館では、毎月「絵本おはなし会」や

読んだ本を記録する、子ども向け「わたしがよんだ本」の実施しています。みなさまのご参

加をお待ちしています。

秩父別小・中学校閉校式
～ 長い歴史に幕「秩父別学園」誕生へ ～

　３月19日、秩父別町立秩父別小学校と中学校で閉校式が

行われました。教育委員会主催で在校生と教職員が出席し、

早川教育長が閉校を宣言した後、両校の校長から校旗が教

育長に返納されました。

　小学校は明治28年、中学校は昭和22年に創立され、いず

れも長年にわたり地域の子どもたちの成長を支えてきまし

た。令和８年４月、両校は統合し、義務教育学校「秩父別

学園」としてスタートします。

小学３・４年生の部

「いっちゃった」

藤岡 鈴さん (４年 )

小学１・２年生の部

「魚がいっぱいスイミー」

東 志帆さん (２年 )

小学５・６年生の部

「競争するトラとネコ」

東 凪々さん (５年 )
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村上未来

 瀨戸優貴
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植田一至
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坂田和也
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北

俊
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源
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斉
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町 職 員 配 置 図町 職 員 配 置 図
令和８令和８年４月年４月１１日現在日現在
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３月 31 日付け職員の退職、４月１日付け人事異動及び新規採用がありましたのでお知らせします。
〔(　)内は異動前の職名です。〕

人事異動等のお知らせ
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令和８年

３月末日

現在

人　口 ２，１０６人（－10人）

　男　 ９８３人（－５人）

　女　 １，１２３人（－５人）

世帯数 １，０４６戸（－２戸）

３月中の動き
  出生　０人・死亡　４人
　転入１０人・転出１６人

◆◇ 戸籍の窓 ◇◆け
っ
こ
ん

け
っ
こ
ん  
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加藤　維
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ママ　 由佳さん

（ 北新 町内 ）
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す

町公式ＬＩＮＥ（ライン）の
お友達登録について

【友達登録用二次元コード】

　秩父別町では町公式ＬＩＮＥ（ライ
ン）を運用しています。
　町から生活に役立つ情報や防災情報
などをお届けするほか、防災無線の通
知やごみ出し日の通知ができるように
なりましたので、お友達登録がお済み
でない方は、ぜひご登録ください。

お問い合わせ　総務課情報管理係
　電話　０１６４－３３－２１１１（内線 31）

秩父別町マイクログリッド設備　発電実績等秩父別町マイクログリッド設備　発電実績等

※ 杉の木１本は１年間に約 14kg の CO₂を吸収するとされています

区　分 単　位 R8.2 R7.2 前年比

エリア内使用電力 kWh 105,015 93,383 11,632

うち発電電力 kWh 21,079 18,183 2,896

電力自給率 ％ 20.1 19.5 0.6

CO2 排出削減量 kg-CO2 11,277 9,728 1,549

杉の木換算※ 本 806 695 111

寿


